
　

海
外
進
出
が
国
内
事
業
を
振
興
◆
近
年
、
様

々
な
指
標
で
日
本
経
済
の
地
位
低
下
が
顕
在
化

し
て
い
ま
す
。
日
本
経
済
復
活
の
カ
ギ
で
あ
る

内
需
を
増
や
す
に
は
、
経
済
全
体
の
パ
イ
を
大

き
く
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
が
、
構
造

改
革
な
く
放
置
す
れ
ば
、
ま
す
ま
す
悪
循
環
と

な
り
、
国
内
需
要
は
減
り
続
け
て
し
ま
い
ま

す
。

　

他
方
、
企
業
は
よ
り
高
い
成
長
を
求
め
て
、

海
外
直
接
投
資
を
増
大
し
て
お
り
、
中
小
企
業

も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
中
小
企
業
白
書

（
２
０
１
０
年
版
）
に
よ
る
と
、
海
外
直
接
投

資
を
行
っ
た
企
業
は
一
時
的
に
国
内
従
業
員
数

が
減
り
ま
す
が
、
６
、
７
年
目
に
は
直
接
投
資

を
し
な
か
っ
た
企
業
よ
り
も
む
し
ろ
従
業
員
増

加
率
が
高
く
な
る
と
い
う
傾
向
が
出
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
、
前
向
き
の

海
外
進
出
は
国
内
事
業
の
振
興
に
と
っ
て
も
プ

ラ
ス
の
側
面
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

と
は
言
っ
て
も
、
海
外
へ
の
進
出
に
は
様
々

な
課
題
が
あ
り
ま
す
。
最
大
の
問
題
は
グ
ロ
ー

バ
ル
に
通
用
す
る
人
材
が
育
っ
て
い
な
い
こ
と

で
す
。
で
は
ど
う
す
べ
き
か
。
私
は
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
レ
ベ
ル
で
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
を

含
め
た
「
グ
ロ
ー
バ
ル
統
合
モ
デ
ル
」
を
基
盤

に
し
た
業
務
プ
ロ
セ
ス
、
シ
ス
テ
ム
設
計
を
本

格
的
に
考
え
る
べ
き
時
代
が
来
た
と
考
え
ま

す
。

　

人
材
、
ス
キ
ル
の
育
成
が
遅
れ
る
◆
Ｉ
Ｂ
Ｍ

で
は
隔
年
で
「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｅ
Ｏ

（
最
高
経
営
責
任
者
）
ス
タ
デ
ィ
」
と
い
う
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
の
リ
サ
ー
チ
を
行
っ
て
い
ま

す
。
世
界
中
の
企
業
Ｃ
Ｅ
Ｏ
や
公
共
機
関
ト
ッ

プ
が
抱
え
て
い
る
課
題
を
考
察
す
る
も
の
で
す

（
２
０
１
０
年
版
で
は
60
カ
国
、
１
５
４
１
人

が
参
加
）
。
こ
れ
に
よ
る
と
日
本
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
変
化
へ
の
危
機
感
を
強

く
持
っ
て
お
り
、
人
材
、
ス
キ
ル
の
育
成
が
急

務
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
参
考
に
な

る
の
が
世
界
の
好
業
績
企
業
が
何
に
注
力
し
て

い
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
「
組
織
に

創
造
性
を
発
揮
さ
せ
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」

「
新
た
な
発
想
に
よ
る
顧
客
接
点
の
つ
く
り
替

え
」「
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
巧
み
さ
の
追
求
」

と
い
う
３
点
に
集
約
で
き
ま
す
。

　

情
報
処
理
能
力
が
経
営
戦
略
を
変
え
る
◆
つ

ま
り
、
ま
す
ま
す
増
大
す
る
情
報
や
、
め
ま
ぐ

る
し
い
変
化
、
複
雑
性
を
素
早
く
解
析
し
、
ト

ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
創
造
的
に
対
応
す
る
「
リ
ア
ル

タ
イ
ム
経
営
」「
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
商
品
の

単
純
化
、
見
え
る
化
」
に
よ
っ
て
組
織
の
俊
敏

性
を
高
め
、
顧
客
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
る
こ

と
で
前
例
の
な
い
顧
客
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

̶̶

こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
の
「
情
報
の
大

量
解
析
技
術
」
が
企
業
の
浮
沈
を
左
右
し
つ
つ

あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

情
報
処
理
能
力
が
高
ま
る
こ
と
で
経
営
戦
略

の
立
て
方
が
大
き
く
変
わ
る
時
代
に
な
り
ま
し

た
。
当
社
で
は
「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
ユ
ー
ザ
ー
研
究
会
」

を
組
織
し
、
会
員
各
社
の
研
さ
ん
や
交
流
に
役

立
て
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
参
考
に

な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
関
西
か
ら
日
本
を
元

気
に
し
よ
う
と
い
う
堺
市
の
産
業
振
興
策
、
あ

る
い
は
効
率
的
な
行
政
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
に
も

こ
の
視
点
を
活
用
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
願
っ

て
い
ま
す
。

　
「
元
気
の
源
」さ
ら
に
広
げ
た
い
◆
本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
ぎ
わ
い
の
あ
る

ま
ち
、
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
、
低
炭
素
都
市
を
め
ざ
し
た
取
り
組
み
を
行
い
、

２
月
に
産
業
振
興
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策

定
、
３
月
に
は
池
田
泉
州
銀
行
と
産
業
振
興
連
携

協
定
を
締
結
す
る
な
ど
、
持
続
的
成
長
の
た
め
の

方
策
を
探
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
堺
の
元
気
の
源
で
あ
る
産
業
の
可
能
性
を
さ
ら

に
広
げ
る
契
機
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

地
元
銀
行
と
し
て
の
役
割
強
化
◆
東
日
本
大
震
災
に
関
し
て
打
撃
を
受
け
た

事
業
所
向
け
に
緊
急
融
資
制
度
を
創
設
し
た
い
と
堺
市
か
ら
お
話
が
あ
り
、
タ

イ
ム
リ
ー
に
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

れ
も
産
業
振
興
連
携
協
定
の
成
果
だ
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
堺
の
元
気
が
関
西
の
元
気
と
な
り
、
日

本
を
支
え
る
力
に
な
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す

が
、
私
ど
も
も
地
元
銀
行
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
お
役
に
立
て
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

◆
特
徴
を
生
か
す
成
長
戦
略

―
―
ま
ず
地
域
経
済
、
あ
る
い
は
自
社
の
ビ

ジ
ネ
ス
の
状
況
か
ら
お
話
し
く
だ
さ
い
。

　

稲
田　

関
西
経
済
は
日
本
全
体
の
約
16
％
を

占
め
る
規
模
で
、
廃
業
率
と
開
業
率
の
差
な

ど
、
全
国
平
均
よ
り
悪
い
指
標
も
い
ろ
い
ろ
あ

り
、
さ
え
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
も
の

づ
く
り
に
つ
い
て
は

基
礎
素
材
、
住
宅
、

電
池
関
連
な
ど
に
特

徴
が
あ
り
、
こ
れ
ら

を
生
か
す
成
長
戦
略

が
必
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

鳥
越　

当
社
は
海
外
売
上
比
率
が
65
％
に
達

し
、
文
字
通
り
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
に
変
貌
し
ま

し
た
。
堺
製
作
所
は
、
当
社
の
冷
凍
・
空
調
製

品
発
祥
の
地
で
、
現
在
は
金
岡
工
場
と
臨
海
工

場
の
２
工
場
体
制
で
業
務
用
冷
凍
・
空
調
機
の

一
大
研
究
開
発
拠
点
、
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ザ
ー
工

場
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

井
上　

中
村
超
硬
は
超
硬
材
料
を
使
っ
た
部

品
の
提
案
、
加
工
を
工
作
機
械
、
デ
ジ
タ
ル
製

品
製
造
設
備
向
け
に
行
っ
て
い
ま
す
。
創
業
以

来
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で
超
硬
加
工
、
特
殊
精

密
加
工
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
応
用
技
術
加
工
へ

と
、
コ
ア
技
術
を
高
付
加
価
値
化
し
て
き
ま
し

た
。
Ｉ
Ｔ
バ
ブ
ル
崩
壊
・
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

時
の
資
金
不
足
、
人
材
不
足
と
い
っ
た
弱
点
を

様
々
な
工
夫
で
乗
り
越
え
、
直
近
で
は
自
社
製

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ソ
ー
ワ
イ
ヤ
に
よ
る
太
陽
電

池
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
（
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
）
向
け
の
電

子
材
料
ス
ラ
イ
ス
事
業
で
大
き
く
業
績
を
回
復

さ
せ
ま
し
た
。

　

竹
山　

堺
は
全
国
９
位
の
工
業
都
市
で
、
政

令
指
定
都
市
と
し
て
は
圧
倒
的
に
も
の
づ
く
り

の
比
率
が
高
い
ま
ち
で
す
。
人
口
は
増
え
て
お

り
、数
少
な
い
「
元
気
な
ま
ち
」
と
言
え
ま
す
。

臨
海
部
へ
の
工
場
誘
致
に
よ
る
産
業
活
性
化
だ

け
で
な
く
、
市
街
地
へ
の
オ
フ
ィ
ス
集
積
促

進
、中
小
企
業
の
も
の
づ
く
り
競
争
力
強
化
、海

外
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
な
ど
に
注
力
し
て
い
ま
す
。

◆
エ
ネ
ル
ギ
ー
、医
療
な
ど
に
照
準

―
―
そ
れ
ぞ
れ
ど
ん
な
成
長
戦
略
を
考
え
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

　

竹
山　

目
指
す
べ
き
将
来
像
の
産
業
版
と
し

て
「
堺
市
産
業
振
興
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を

策
定
し
ま
し
た
。
地
域
と
し
て
の
付
加
価
値
や

集
客
力
を
高
め
、
低
炭
素
・
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
、
医
療
・
健
康
分
野
な
ど
の
成
長
分
野
へ
い

か
に
シ
フ
ト
す
る
か
が
重
点
戦
略
で
す
。
ま
た

産
業
観
光
、
サ
ッ
カ
ー
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
生
か
し
た
ス
ポ
ー
ツ
観

光
な
ど
に
よ
る
集
客
・
交
流
事
業
や
、
堺
打
刃

物
な
ど
の
伝
統
産
品
の
振
興
も
図
り
ま
す
。

　

井
上　

新
た
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

・
環
境
、
医
療
な
ど
の
分
野
で
す
。
従
来
事
業

で
も
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
切
削
工
具
の
開
発
・
製
造

技
術
と
ナ
ノ
レ
ベ
ル
の
超
精
密
加
工
を
コ
ア
技

術
に
、
当
社
独
自
の
金
型
の
受
託
生
産
、
量
産

成
形
品
製
造
事
業
の
展
開
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

鳥
越　

海
外
展
開
に
力
を
入
れ
た
の
は
、
国

内
の
業
務
用
空
調
機
の
需
要
が
飽
和
す
る
と
予

測
し
た
か
ら
で
す
。
今
で
は
国
内
外
に
51
の
生

産
拠
点
が
あ
り
ま
す
が
、
海
外
の
製
造
基
盤
づ

く
り
、
熟
練
工
の
育
成
を
支
え
た
の
が
堺
と
滋

賀
製
作
所
で
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
標
準
製
品
を
開

発
す
る
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

―
―
成
長
戦
略
に
欠
か
せ
な
い
も
の
は
？

　

稲
田　

企
業
も
自
治
体
も
成
長
の
た
め
の
視

点
と
し
て
、
①
ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
る
高
付
加
価

値
の
追
求
②
Ｉ
Ｔ
の
効
率
的
活
用
に
よ
る
意
思

決
定
の
迅
速
化
③
海
外
展
開
を
担
う
人
材
の
強

化
④
成
長
を
続
け
る
ア
ジ
ア
諸
国
の
所
得
の
取

り
込
み
―
―
が
必
要
で
す
。
こ
の
意
味
で
堺
の

産
業
の
可
能
性
を
み
る
と
、
市
長
が
説
明
さ
れ

た
プ
ラ
ン
は
堺
独
自
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
生
か

す
理
に
か
な
っ
た
も
の
だ
と
言
え
ま
す
。

◆
自
前
主
義
で
は
革
新
は
困
難

―
―
産
業
振
興
策
に
対
す
る
提
言
や
要
望
は

あ
り
ま
す
か
。

　

稲
田　

例
え
ば
重
点
分
野
で
あ
る
医
療
の
場

合
、
安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
の
部
分
は
よ

く
見
え
る
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
を
産
業
と
ど
う

結
び
つ
け
る
か
、
も
っ
と
ク
リ
ア
に
な
れ
ば
い

い
と
思
い
ま
す
。
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、

堺
は
「
サ
ッ
カ
ー
の

甲
子
園
」
を
目
指
す

の
だ
と
い
う
よ
う
な

明
確
な
イ
メ
ー
ジ
を

打
ち
出
せ
ば
、
観
光

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

引
き
出
せ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

鳥
越　

東
日
本
大
震
災
で
は
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
が
分
断
さ
れ
、
当
社
で
も
生
産
に
支
障
が

出
ま
し
た
。
多
様
な
リ
ス
ク
を
前
提
に
生
産
活

動
の
継
続
を
図
る
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
喫

緊
の
課
題
で
す
。
地
域
と
の
共
生
の
視
点
か
ら

官
と
民
は
防
災
情
報
を
共
有
し
た
多
面
的
な
取

り
組
み
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
自
前
主
義
で
は
技
術

革
新
、
新
サ
ー
ビ
ス
は
生
ま
れ
に
く
く
な
っ
て

い
ま
す
。
業
種
の
壁
を
越
え
た
連
携
、
提
携
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
産
学
連
携
で
学
際
領
域
に
踏

み
込
む
必
要
性
も
強
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
知
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
や
情
報
収
集
の

た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
新
た
な
研
究
機
関
の

誘
致
な
ど
を
堺
市
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

井
上　

新
分
野
で
は
、
シ
リ
コ
ン
な
ど
電
子

材
料
の
イ
ン
ゴ
ッ
ト
製
造
が
キ
ー
プ
ロ
セ
ス
に

な
る
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
が
堺
で
展
開
さ
れ
る

と
周
辺
に
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
形
成
さ
れ
、

わ
れ
わ
れ
中
小
企
業
が
得
意
と
す
る
泥
く
さ
い

も
の
づ
く
り
で
貢
献
で
き
ま
す
。
し
か
し
現
実

は
、
電
力
コ
ス
ト
の
安
い
海
外
に
イ
ン
ゴ
ッ
ト

製
造
は
シ
フ
ト
し
て
い
ま
す
。
資
源
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
業
の
特
区
の
設
置
に
よ
る
電
力
料
金
の

低
減
や
、
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
な
ど
様

々
な
規
制
の
緩
和
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

竹
山　

進
出
し
て
良
か
っ
た
、
住
ん
で
良
か

っ
た
と
言
わ
れ
る
都
市
に
す
る
た
め
に
、
堺
を

産
業
拠
点
都
市
と
し
て
ど
う
位
置
づ
け
る
か
が

大
事
で
す
。
大
阪
ベ
イ
エ
リ
ア
全
体
を
総
合
特

区
に
す
れ
ば
、
新
し
い
産
業
の
創
造
に
大
い
に

貢
献
で
き
る
で
し
ょ
う
し
、
生
産
年
齢
人
口
を

呼
び
込
む
た
め
に
は
子
育
て
重
視
の
都
市
づ
く

り
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
仁
徳
天
皇
陵
な
ど
古
墳

群
の
世
界
遺
産
認
定
を
め
ざ
す
な
ど
、
産
業
振

興
と
観
光
集
客
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
魅
力
あ

る
都
市
づ
く
り
を
今
後
も
進
め
ま
す
。

―
―
本
日
は
有
益
な
ご
意
見
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　堺市と池田泉州銀行の「堺市産業振興連携協定」締結を記念したシンポジウムが、このほど堺市内で開
催された。シンポではグローバル化が進む中で日本企業がいかに生き残るべきか、また堺市の産業拠点都
市としての可能性をどう開拓するかなどについて活発な論議が展開された。（主催・堺市、池田泉州銀行）

　

ひ
ら
く
・
と
も
ふ
み
氏　

１
９
７
８
年
通
商

産
業
省
（
現
・
経
済
産
業
省
）
入
省
。
製
造
産

業
局
次
長
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
次
長
、
近
畿

経
済
産
業
局
長
を
経
て
２
０
０
９
年
製
造
産
業

局
長
に
就
任
。
10
年
７
月
退
官
。
同
年
10
月
日

本
ア
イ
・
ビ
ー
・
エ
ム
特
別
顧
問
に
。

情
報
解
析
技
術
が
企
業
の
浮
沈
を
左
右

ブ
ラ
ン
ド
化
で
高
付
加
価
値
追
求
　

稲
田
氏

リ
ス
ク
対
策
に「
共
生
」の
視
点
を
　

鳥
越
氏

特
区
と
規
制
緩
和
で
中
小
支
援
を
　

井
上
氏

バ
ラ
ン
ス
取
れ
た
魅
力
あ
る
都
市
へ
　

竹
山
氏

日
本
の
元
気
は「
も
の
づ
く
り
の
堺
」か
ら

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
加
速
す
る
中
で
日
本
企
業
が
生
き
残
る
道

平
工 

奉
文
・
日
本
ア
イ
・
ビ
ー
・
エ
ム
特
別
顧
問

◇
竹
山 

修
身
・
堺
市
長

◇
服
部 

盛
隆
・
池
田
泉
州
銀
行
頭
取
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ

　
３
月
11
日
に
締
結
さ
れ
た
こ
の
協
定
は
、
堺
市
と
池
田
泉
州
銀
行
の
人
的
、
知
的
資

源
を
活
用
し
、
地
域
経
済
の
発
展
を
期
す
こ
と
が
狙
い
。
①
創
業
・
新
事
業
創
出
支
援

②
中
小
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
③
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
④
企
業
誘
致
⑤
施
策
Ｐ

Ｒ
・
広
報
―
―
な
ど
で
協
力
、
中
小
企
業
を
き
め
細
か
く
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
ま
た
今
回

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
は
じ
め
、
今
後
も
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
連
携
開
催
す
る
予
定
。
さ

ら
に
池
田
泉
州
銀
行
は
総
枠
50
億
円
規
模
の
「
堺
市
産
業
振
興
フ
ァ
ン
ド
」
を
創
設
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
積
極
的
に
中
小
企
業
の
資
金
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
て
い
く
方
針
。

〈
企
画
・
制
作
〉

　日
本
経
済
新
聞
社
ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
営
業
局

井上　 誠 氏

稲田  義久 氏

鳥越  邦和 氏

堺
市
・
池
田
泉
州
銀
行 

産
業
振
興
連
携
協
定


